
令和６年度の研修のまとめ
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１．令和６年度のテーマ設定について

３０

６
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【よかった】 【難しかった】

各個人で設定したテーマについて
・指導する時間（場面）
・実態把握、課題設定

〇全学部を通して
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青：名詞
赤：動詞
緑：形容詞



【よかった】各学部

小学部 中学部

高等部
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小学部 中学部

高等部

年齢（学部）に関わらず、
同じキーワードが多い。

テーマ設定が有効であった。
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２．学部研について

小学部 中学部

高等部
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小学部 中学部

高等部

少人数でやりやすい。
意見を出しやすい。

１ヶ月での変化が見え
づらく、意見交換が難
しい時もあった。

研修よりも研究に近い
ように感じた。

全学部似たキーワードが多い。
グループ研のやり方は有効であった。
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8
『教職ブラッシュアップ編 「新たな教師の学び」 独立行政法人教職員支援機構』より抜粋 

「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について
～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員
集団の形成～（答申）（中教審第240号）

児童生徒自身が考え、気づき、自ら学ぶ
ことができるよう、教師自身も考え、話し
合いながら実践を行うことができた。



２７
８

１
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・目標設定
・自発的な行動の定着
・日常生活への般化
・支援体制上の課題
・授業形態による課題（集団での授業、個別での授業）

〇「一部できた・難しかった」
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３．次年度に向けて

・本年度のテーマの継続
・グループでの意見交換
・実践につながる研修
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令和７年度の研修について

12



１．本年度の体制について

研究・情報教育部
↓
研修・情報教育部に変更

仮説

検証・考察

テーマ

実践

実践 実践例の
紹介、共有

研究のための
実践ではなく

・子供たちのために
・自分たちの専門性向上
のために
・よりよい授業のために

みんなで実践を深めよう。

授業・取組を行う際に、
「計画→実践→評価→改善」
を行うことは必須。

【R6.4.30全体研修「本年度の研修について」資料より抜粋】 13



教育公務員特例法第21条

•教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努
めなければならない。

児童生徒対象：いかに児童生徒の基礎学力や活用力を上げていくか、
そのためのよい方策はないかを探る。

教師対象：教師自身のスキルを上げるために各自研鑽していく。

次年度もテーマを設定し、「研修」という形で実施。
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〇令和７年度のテーマについて

授業改善にむけて
本年度の研修につい
てのアンケート結果

令和６年度のテーマを継続
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〇なぜ「プログラミング教育」が必要なのか？

・人工知能（AI）の飛
躍的な進化
・社会構造、雇用環境
の急速な変化

予測が困難な時代
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【確認】学習指導要領改訂の方向性

「令和６年度天草支援学校スクールサポート研修」資料より抜粋
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【確認】学習指導要領改訂の方向性

「令和６年度天草支援学校スクールサポート研修」資料より抜粋
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・子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくこと
・様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し、情報を再構成するなどして、新たな価
値につなげていくこと
・複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすること

学校教育に求められていること

「何を理解しているか、
何ができるか」

知識・技能

「理解していること、できることを
どう使うか」

思考力・判断力・表現力等

「どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか」

学びに向かう力、人間性等

育成を目指す資質・能力

学習の基盤となる資質・能力

言語能力 情報活用能力 問題発見・解決能力

※特別支援学校教育要領・学習指導要領解説
総則編（幼稚部・小学部・中学部） P2

※特別支援学校教育要領・学習指導要領解説
総則編（幼稚部・小学部・中学部） P６

※特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学部） P８、P205ｰ２０９
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「令和６年度天草支援学校スクールサポート研修」資料より抜粋
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「令和６年度天草支援学校スクールサポート研修」資料より抜粋
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・全てをICTで行うわけではない。

・新しいことをやるわけではない。

・これまでの取組の中にも、論理的思考
を育む取組はたくさんある。

これまでやってきた良い取組を改めて
再確認しつつ、よりよい授業展開に向けて

整理・活用する機会とする。
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〇教師の言葉掛けを最終手段とし、どのような教材・教具等があったら
児童生徒が主体的に考える、試行錯誤する姿に導くことができるか。
〇教師がどれだけ児童生徒の考えを予想できるか。
〇児童生徒が学んだことを活かせる場や生かしている姿を教師がどれ
だけ想定できているか。
〇授業と日常をどれだけリンクできているか。
〇教師がどれだけ広い視野をもって題材を考えることができるか。
〇教師がどれだけ子供主体ということを意識できているか。

５ まとめ

〇児童生徒の実態把握（できること、できていることを中心に）
〇児童生徒の思考回路の把握、見立て

「令和６年度天草支援学校スクールサポート研修」資料より抜粋
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５ まとめ

■「なぜ」「なんのため」を明確に（適切な目標を設定する）
■「どうすればいいのか」（「考える」ための工夫）
■「やりたい」→「できてうれしい」→「認められてうれしい」
→「人の役に立ってうれしい」につなげる支援の工夫（心
が動く工夫を）
■自己選択、自己決定をする機会の確保
■本人にとって分かりやすい評価（振り返り）
■やっていることに対する「他者からの価値付け」
■目標をもち、チャレンジする経験（多様な経験を）

「令和６年度天草支援学校スクールサポート研修」資料より抜粋
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子供：自ら考え、課題解決に向けて、試行錯誤しながら主体的に学習に
取り組む姿

教員：子供たちの教育的ニーズを捉えながら、適切な具体的目標を設定
し、学ぶ意欲を引き出したり、授業展開を工夫したりする姿

『「論理的思考」を育む』視点に着目し、子供たち自身が考
え、自ら学ぼうとする授業展開について深める。

令和７年度研修の目的

ゴールイメージ

５．研修の進め方
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将来の姿

３年間の目標

１年間の目標

実態



校訓 健康・自立・協力・勤労

進路面談・PATHミーティング

個別の教育支援計画

→３年間の目標

個別の指導計画

→１年間の目標

→将来の姿

育てたい資質・能力一覧表



校訓 健康・自立・協力・勤労

個別の教育支援計画

個別の指導計画

→１年間の目標

単元配列表

授業計画 授業評価

個別面談・進路面談

評価



個別の
指導計画

単発のいわゆる「指導業務」

校訓

教育目標

進路面談

個別の
教育支援
計画

PATH
ミーティン

グ

指導と
評価の
一体化

人事評価の
学習目標

キャリア
パスポート

単元配列



校訓

個別

指導計画単元配列

評価

Path
進路面談

通知表
指導要録

人事評価

学部目標 教育課程検討 等

循環型「指導業務」：プログラミング的思考（教員版）



【令和７年度（案）：グループ研】

①１年間通して、同じ事例。

②学期ごと（１学期、２・３学期）で、事例を変更。

③２ヶ月ごとに事例を変更。

取り組み方を各個人で選択。

学部研：それぞれの取り組み方の職員が混ざ
るようにグルーピングを実施。
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研修（予定） 周知、共通理解（予定）

4月
★第１回研修推進委員会
☆全体研「本年度の研修について」

①全体研修にて本年度の研究の流れの詳細について説明
②研修形態の希望調査、グルーピング

5月 学部研①「テーマ決め」

6月 学部研② ③研修部通信第１号発行（各学部の研修の進め方）

7月 学部研③

8月 ☆スクールサポート研修（学部研④：縦割りグループ）

9月 学部研⑤ ④研修部通信第２号発行（各学部の１学期の実践紹介）

10月 学部研⑥

11月 学部研⑦

12月 学部研⑧

1月 学部研⑨

2月
☆全体研「成果報告会」
★第２回研修推進委員会

⑤全体研にて各学部の１年間の成果を報告

3月 ☆次年度の研修について
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